
え
な
い
世
帯
は
、
世
帯
乎
等
割
か
ら
、
そ
れ
に
は
病
人
を
風
と
お
し
の
い
い
ま
し
ょ
う
。

一
、
四
八
四
円
と
被
保
険
者
均
等
割
〗
木
蔭
な
ど
忙
静
か
に
運
び
、
衣
服
を
ぬ
[
鼻
づ
ま
り
が
は
げ
し

V
ヽ

l
週
間
も

か
ら
一
人
に
つ
き
、
五
六
六
円
の
合
が
せ
、
頭
と
肩
を
少
し
高
く
し
て
あ
．
竺
鼻
が
グ
ズ
ダ
ズ
し
て
い
た
ら
必
ず
耳
鼻

．

計

額

が

減

額

さ

れ

ま

す

。

；

む

け

に

寝

か

せ

ま

す

。

玉

科

医

に

か

か

る

こ

と

。

若

い

人

な

ら

蓄

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
本
年
度
分
い
曰
前
年
中
の
所
得
が
十
四
万
円
以
下
で
i

病
人
を
涼
し
く
さ
せ
る
た
め
忙
、
ス
こ
膿
症
、
四

0
オ
以
上
の
人
な
ら
鼻
ガ
ン

保
険
税
が
八
月
に
本
決
定
に
な
り
ま
し

i

あ
る
世
帯
は
世
帝
乎
等
割
か
ら
二
、
ポ
ン
ジ
か
ス
プ
ー
レ
を
使
っ
て
、
か
ら
〖
の
疑
が
あ
る
か
ら
で
す
。

た
が
、
そ
の
算
出
方
法
は
次
の
と
お
り
~
二
二
六
円
と
、
被
保
険
者
均
等
割
か
．
だ
に
冷
た
い
水
を
か
け
、
そ
の
水
が
早
と
く
に
片
側
だ
け
の
が
ん
こ
な
鼻
づ

•
ま
り
の
と
き
は
ガ
ン
の
疑
が
濃
い
よ
う

ら
、
一
人
に
つ
き
八
五

0
円
の
合
計
＜
蒸
発
す
る
よ
う
に
あ
お
ぎ
ま
す
。

[
で
あ
り
ま
す
。

り
所
得
割
と
し
て
、
四
十
五
年
中
の
所
~
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

0

:
意
識
を
と
り
も
ど
し
た
ら
水
を
の
ま
一
で
す
。

得
額
か
ら
十
四
万
円
を
差
引
い
た
金
．

o
各
世
帯
に
対
す
る
課
税
明
細
に
つ
い
せ
て
も
よ
い
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
、
熱

名
荷
谷
の
一
部
の

ん。

愛
媛
県
持
家
建
設
資
金
の
貸
付
け
が
~
無
抽
せ
ん
選
考
．
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
た
金
額

i

て
は
、
今
月
の
「
国
保
税
納
入
通
知
，
い
の
み
も
の
は
い
け
ま
せ

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
支
し
た
。
希
．

0

融

資

限

度

所

得

割

税

率

l

゜
八

0
伶

書

」

を

よ

く

見

て

下

さ

い

。

l
l
l
l
l
l
i
l
l
i
l
l
i
ー

ー

地

番

が

変

い

中

で

す

望
者
は
す
ぐ
に
お
申
し
込
み

[r
さ
い
。
住
宅
の
標
準
建
設
贄
か
ら
住
宅
金
融
回
資
産
割
と
し
て
、
国
定
資
産
税
額
匹

・

北

川

主

事

表

彰

さ

れ

る

大

字

名

荷

谷

の

う

ち

、

怒

田

野

尾

、

一
口
医
学

0

該

当

す

る

人

公

庫

の

融

資

額

を

差

引

い

た

金

額

が

、

次

の

税

率

を

乗

じ

た

金

額

県
内
に
居
住
し
て
い
て
、
住
宅
金
融
貸
付
け
頷
と
な
る
。
但
し
巌
高
限
度
は
・
資
産
割
税
率
五
五
・
八

0
％

目

I

紺

勾

病

の

琴

ず

節

吋

嘉

城

、

日

の

平

。

正

山

、

百

ケ

市

、

谷

、

公

庫

の

融

資

の

貸

付

け

が

決

定

し

、

又

五

十

万

円

。

り

均

等

割

と

し

て

、

四

月

一

日

現

在

の

肱

川

町

森

林

組

合

主

事

、

北

川

武

頼

・

大

成

の

医

城

は

、

国

土

調

査

の

結

果

、

は
融
資
を
希
望
す
る
人
で
、
建
設
資
金

0

受

付

け

先

被

保

険

者

数

に

次

の

税

率

（

額

）

を

・

日

射

病

ぐ

ら

い

と

軽

視

は

禁

物

。

登

氏

は

、

去

る

八

月

十

二

日

愛

媛

県

森

林

九

月

一

日

よ

り

地

番

が

変

わ

り

ま

す

。

の

一

部

が

不

足

し

、

貸

付

け

を

必

要

と

伊

予

銀

行

。

東

邦

相

互

銀

行

。

愛

媛

[

乗

じ

た

金

額

山

や

＾

イ

キ

ン

グ

の

と

き

な

ど

に

死

亡

-

十

不

協

会

総

会

の

席

上

ヽ

林

道

事

業

推

r

新
し
ぃ
地
香
は
山
林
ヽ
耕
地
等
を
問

、
従
来
の
小

．

均

等

割

l
人
当
り

l‘
七
0

0

円
し
た
例
が
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
充
す
が
、
進
の
功
労
者
と
し
て
愛
媛
県
森
林
土
木
わ
ず
一
連
の
地
番
と
な
り

す
る
場
合

i

相
互
銀
行
。

0

そ

の

他

匂

平

等

割

と

し

て

、

次

の

金

額

こ

れ

は

日

本

の

湿

度

が

高

い

た

め

だ

と

伍

励

会

長

よ

り

表

彰

さ

れ

た

。

字

及

び

甲

乙

等

の

符

号

は

廃

止

と

な

り

0

貸
付
利
率
と
償
還
期
限

:
i
l
l
i
i
i
i
l
l
i
l
l
l
l
l
．
痣
寸
[
(

利
率
は
八
分
四
厘
で
十
年
以
内
に
元
．
こ
希
望
の
む
き
は
町
産
莱
建
設
課
へ
、
~
平
等
割

l
世
帯
当
り
―

-
l
‘
七
一
0
円
・
い
わ
れ
ま
す
気
温
が
三
七
度
以
上
の
日

金
を
均
等
に
償
還
●
ど
連
絡
下
さ
い
。
い
以
上
に
よ
り
算
出
し
た
年
税
額
か
ら
．
は
、
と
く
に
注
意
を
。
予
防
は
、
暑
い
•
こ
の
結
果
区
城
内
の
本
籍
、
住
所
、

0

選
定
方
法
〗
―
[
」
〗
”
〗
□三
[
[
丑
〗
[
/
い
[
-
汀
い
い
い
五

□[
[
[
〗
〗
0
い
夏
と
鼻
の
病
気
]
[
〗□〗
〗
い
〗
□[
[
〗
〗
□
[

初

心

者

の

狩

猟

講

習

会

は

．

第

三

期

(

+

月

）

、

第

四

期

(

+

万

）

、

い

と

こ

ろ

で

働

く

と

き

は

、

途

中

で

休

地

番

等

が

決

り

次

第

お

知

ら

せ

す

る

こ

第

丘

期

(

l

月
）
、
に
分
け
て
徴
収
し
憩
時
間
を
と
り
、
水
と
食
塩
水
を
適
当
二
本
足
で
立
つ
人
間
の
鼻
は
、
脳
に
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
姦
い

。
此
の
て
下
さ
い
。

に

補

給

し

ま

す

。

』

圧

迫

さ

れ

て

前

に

出

て

い

ま

す

九
月
二
十
二
日
＼
二
十
三
日
大
洲
市
で
開
催
：
注
す
。

曇

今
年
度
の
初
心
者
の
狩
猟
講
薯
会
が

0

申

込

み

の

手

続

：

0

保

険

税

額

の

調

整

・

ま

た

海

や

山

、

旅

行

な

ど

に

出

か

け

こ

た

め

四

つ

足

の

動

物

に

比

べ

る

と

し

き

．

次

に

よ

り

開

催

さ

れ

ま

す

の

で

、

お

知

①

受

講

申

込

書

に

写

真

一

枚

（

六

ケ

・

八

月

に

決

定

さ

れ

た

保

険

税

、

被

保

る

前

は

健

康

診

断

を

受

け

ま

し

ょ

う

。

り

の

骨

が

曲

が

り

、

中

の

形

が

悪

い

と

お

し

ら

せ

ぢ

巳ー
~

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
今
年
度
か
ら
は
第
．
月
以
内

V
c撮
影
し
た
正
面
•
{
眠
者
均
等
割
は
年
度
の
中
途
に
お
け
る
病
気
を
し
た
あ
と
や
病
気
が
ち
の
人
は
．
い
い
注
す
。

上
半

9
,＇ 

一
日
の
考
査
合
格
者
に
限
り
謂
習
が
二
．
身
・
無
帽
で
ラ
イ
カ
版
の
も
の
）
」
転
入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡
に
お
け
る
．
医
師
の
注
意
を
か
た
＜
守
る
こ
と
、
子
八
月
七
日
は
鼻
の
日
で
し
た
。
あ
な
~
一
、
乳
児
健
康
相
談

日

間

に

わ

た

っ

て

行

な

わ

れ

注

す

の

で

・

⑰

手

数

料

．

被

保

険

者

の

異

動

に

つ

い

て

は

調

整

さ

供

連

れ

の

旅

行

で

は

む

り

な

日

程

を

組

・

た

の

鼻

の

具

合

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

い

と

き

八

月

二

十

八

日

念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。
く
わ
し
い
．
県
収
人
証
紙
で
甲
種
免
許
希
望
者
；
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
保
険
に
加
入
し
た
．
ま
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
9

い
ま
ご
る
多
い
鼻
の
病
気
と
い
え
ば
、
~
午
前
十
時
ー
十
二
時
ま
で

こ
と
は
役
場
産
業
建
設
諜
へ
お
問
い
合
．
は
七

0
0
円
・
り
、
他
の
保
険
か
ら
国
保
に
移
行
し
た
~
日
射
病
に
か
か
る
と
気
分
が
悪
る
<
]
ま
ず
鼻
炎
が
あ
り
芍
す
。
~
と
こ
る
-
町
公
民
館

わ
せ
く
だ
さ
い
。

i

乙
種
ま
た
は
丙
種
免
許
希
望
者
は
、
丁
と
き
、
又
は
世
帝
全
員
が
異
助
し
た
と]
tり
、
頭
痛
、
吐
含
気
が
し
ま
す
a

三
~
温
度
と
湿
気
が
は
げ
し
く
何
回
も
か
[
対
象
者
生
後
二
カ
月
！
ぉ
誕
生
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん

一、

l
0
0円
・

き

は

、

保

険

税

は

月

割

計

算

で

調

整

さ

i

九
度
か
ら
四

0
度
の
熱
が
出
て
顔
は
ま
：
わ
る
よ
う
な
と
送
に
か
か
り
や
す
く
、

0

日
時
と
場
所

九
月
二
十
二
日
~
⑥
申
し
込
み
期
限
｀
任
哀
す
。
」
っ
赤
。
手
足
に
さ
わ
っ
て
み
る
と
熱
い
⑱
水
泳
の
あ
と
と
か
、
冷
房
の
あ
る
部
屋
~
そ
の
他
希
望
者
，

五
k

然
卒
倒
し
、
気
を
失
う
こ
と
も
あ
り
．
に
ひ
ん
ば
ん
に
出
入
り
す
る
な
ど
は
そ

1
-
、
妊
婦
健
康
相
談

九
月
十
六
日
ま
で
化
林
莱
課
へ
必
：

0

保
険
税
の
滅
額

午

前

九

時

ー

午

後

六

時

．

大
洲
市
農
協
（
大
洲
市
若
宮
)
[
着
の
こ
と
~
次
の
よ
う
な
世
帯
は
保
険
税
が
減
額
．
ま
す
。
云
ッ
条
件
に
あ
て
は
ま
る
で
し
ょ
う

0
[

と
き
九
月
十
六
日

~
ぃ
持
参
品

九
月
二
十
三
日
：
さ
れ
茂
す
。

i

こ
ん
な
症
状
の
人
を
暑
い
ま
ま
で
長
~
抵
抗
力
の
な
い
子
や
ア
レ
ル
ギ
ー
素
~
午
後
一
時

l

三
時
ま
で

午
前
九
時
ー
午
後
一
時
[
-
プ
キ
ス
ト
と
鍛
記
用
具
パ
切
前
年
中
の
所
得
か
ら
十
四
万
円
を
差
：
い
間
放
懺
し
て
お
き
ま
す
と
死
ん
で
し
玉
因
の
あ
る
子
は
、
急
性
鼻
炎
を
く
り
返
[
と
こ
る
町
公
民
館

~
し
引
い
た
金
額
が
被
保
険
者
（
世
帯
；
ま
う
。
応
急
手
当
は
、
ま
ず
病
人
の
体
：
し
て
い
る
う
ち
に
慢
性
に
移
行
し
や
す
~
は
じ
め
て
受
診
さ
れ
る
方
は
印
鑑
を

肱
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
，
＇

（

大

洲

市

本

町

肱

川

河

原

）

主

を

除

く

）

一

人

当

り

八

万

円

を

こ

こ

湿

を

下

げ

る

こ

と

で

す

。

□

い
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
手
当
を
受
け
」
御
持
参
下
さ
い
。

愛
媛
県
持
家
住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度
決
ま
る

利
率
八
分
四
厘
で

[
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ま
り
ま
し
た

夏

の

交
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事
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止

運

動
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二
十
日
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いぶ正大 い気出死件八の期と
°運°んしきいいよをそし亡とま七単昨でく夏
目転 といなねねうつこてし昨た 0 故年すに場
が中 る睡事むむにけでい‘年‘人が県°在は
しに な眠故り りして‘まー中八が起下 意交
よ ど‘に運運ま‘夏す‘で月ケこで し通
筏 摂栄結転転し交の° 0最のガり‘ な事
し 生養びはをょ通連 六も発を＇‘七 け故
ょ に‘つ‘防ヽ・う事転 〇多生し二月 れが
誼 心休き思ご'°故化 人く 1牛て六に ば多
す が養まいう をは の‘数・い人は なく
る けをすも 起次ケニはまが六 ら発
゜ てじ°よ • この ガー七す死八 な生
下ゅ規ら さ点人人五°亡四いし
さう則ぬ ． なに をが九 ‘件 時‘
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が謀車 しな外転
0 0 0 待だが夏暴てどにのこ 0 0 0 

衝速余時相ンけ危ち運ふは走 くし出前ん頭口生
撃度裕間手ドて険か転え涼運だててぷなががあ
がのがが車）レもをまにてを，転さ気深れ状重乾＜
強 2 な短両と‘感えはき求をい分呼で態いいび
く乗くかやら車じて予まめや °を吸すに°てが
なになく歩れはてい想すてめ かや°な つ出
る筏る‘行を横急まも゜区ょ え軽ずる ばる
°ぽ°事者しすプすつこピう ていくと が゜
比 故なまベレ°か 0?I 眠体にい 出
例をどすり l な＇よド 気操車．ねる
しさへ°やキい‘グを をををむ ゜
てけ接 ‘を事な出 さすとり
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:ごt:ぃ孟とまし虐旦み °J:土：戸ミ止て口巴t誓；介 !fl!羹警、9危
しど睡ょね断びょをいん いら°を過 こで体は一間二 だ部報るに
ょ‘眠らむは出う悲立な 町を歩重労 ど‘と夏県‘十四 夜： さの機と踏
う規‘ぬりやし゜し場で づ守行点迅 も な場民夏日国 い音のきみ
°則休大運めや いに‘ つの運のかくつ者目転 ‘ • 四 通 ，が音は切
正養事転ま‘交あ歩 りても標の 老 て交動交ら県 間や‘り
しを故やし車 通る行 忙交運に追 人 防通が通三統
いじに過ょの 事こ者 つ通転行放 の 止事行事十一・
生ゅ結労う直 故どの と事者な

悶 t讐讐瓜
交 し故な故一県 似方 る車す雑

活うび運°前かも中め故もわ 通 よをわ防日民 よのこの
をぶつ転 ‘ らおで まの‘れ 事 う四れ止ま運」こ う警し場
心んきは 直守とも しな次る．．故 と国ま四で動 心音あ所
がとま思後りし特 ょいのも 防す四す国の が器けを

゜.......................................................................................................... ··••··········· ・・・・・・・・・・・・・・.. •····················•····· ・・・・・・・・・・・・・ 

うで思 な 七 六 五四三 ニー うのと解も長た 遠五
°明いみど別‘老‘ ‘‘‘た‘‘県と知もを‘寿めこ動日こ
るやなを号老人道 高県老老米百です識に深老をにれがかと
いりさ行シ人招後 令下ノ＼人寿オはると生め人祝つは展らし
老とんなの福待励 者ののに＾以‘遥経き‘福福<・‘開ーも
人敬もい発祉 物 優養無知八上 動験るま祉ナし多さ週一l
社愛‘ま行読 園 良護料事十の でを意たにるて年れ間敬
会の老ナ 本 ‘ 健老健か八高 t す社欲老つときにま‘老
を意人゜ ＾ 郷 康人康らオ令 °会を人いとたわす老の
つをに い 土 者ホ相木シ者 に一自ても老た°人日
く表あ ょ 典の 1談杯をの 役層身のに人つ福'-
りした ふ術表ム贈迎知 立高も関‘をて祉の
ま‘た ＜ 館 彰の 呈え事 ため時心若敬社 週九
し豊か しへ 慰 ら慰 せ‘代とい愛会間月
ょかい 特の 問 れ問 よそと埋人しのの十

、 ..... 
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月 ので き ごと二芦

3日

日
日
5

6

 

7日

1 U日

日

日

日

1

6

1

 

1

1

2

 

2 2日

、23日

日
日
6

9

 

2

2

 

町議会定例会役場会議室

ィンクーハイ肱川班打合せ会 公民館

肱川教研婦人部部研修会公民館

郡社協定例会三井旅館

中央分館役員会公民館

中津地城開発事業推進祝賀会

体育委員会公民館

農業委員会役場会議室

ポート教室鹿の川湖

四県大学対抗ポートレース
母親学級――公民館・、-・・-- . 

定例部落長会役場会議室

大谷家庭教育学級大谷

母親学級公民館

社協児童部防犯部合同部会

自衛隊父兄会総会公民館

予子林家庭教育学級予子林

インクーハイ支援のため，自衛隊来町

肱川町老友会連合会公民館

中津

鹿の川湖

’← 

公民館

＊

交

通

事

故

要

注

意

合

魔

の

八

月

冷
房
中
で
も
特
定
の
場
所
で
は
窓

を
あ
け
ょ
う

—
老
人
福
祉
運
動
ー
ー

肱川土場木材相場表
5 0 1回市

長 さ 末口径 す ぎ ひのき ま つ その面□
7cm下 6 4 6 4 松パ）レプ材

4.0 m 8 上 5 4 5 4 1. 5刀～2.1m 

l 1 2 II 5 3 1 0 1 末口 6cmJ:: 

4. 2 m 1 6 II 5 5 8 5 3 5 円 銭

3 0 II 6 4 1 2 0 5 0 

3.0 m 
7 下 5 7 5 7 雑バルプ材

i 
8 上 4 1 4 2 1. 5 m.--2. 1 m 

3.2m 
1 3 II 6 5 1 1 5 末口 6cm上
1 6// 6 5 1 1 3 円 銭

2.0 m 
7 下 21) 2 0 

l 
8 上 1 4 1 6 松箱材

2.1 m 
1 6'71 2 8 3 2 2 5 2.1 m 

3 0 II 4 0 4・ 3 3 2 末口 14cm上

1.0 m 1 3上 1 2 1 5 円～ 円

6.0 m 1 3上 8 5 1 0 6 

6m以上 足場 1mにつき 51些～84鯉

本表は 肱川町内の自動車土場の価格です。（オ当り）

故に 達賃や市場手数料など差引いたものです。

昭和46年8月 9日市

乾 しいたけ相場表

i

な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
を
増
す
ご
と
に
危

蕊
性
も
増
大
す
る
こ
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
~

直
解
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
を
た
い
せ
つ
に

，
 ，
 

県森連椎茸共販売所に於ける相場

1. 入札の月日 S 4 6,8. 8 

2. 出品数最 1,180点

3. 価格

高

中

安

要4. 概

値

値

値

2 5, 1 2 0 K 

4,700円

2,630円

1. 2 0 0円

（品柄別相場）
3, 5 0 0,.,._ 4, 5 0 0 

2, 8 0 0,..._, 3., 4 0 0 

2, 2 0 0,.,._ 2, 7 0 0 

2, 8 0 0....... 3, 5 0 0 

2, 3 0 0 ~ 2, 7 0 0 
1. 3 0 0...._ 2, 0 0 0 

1, 5 U O,.,._ 2, 0 0 0 

1, 1 0 0....... 2, 0 0 0 

上香信

並香信

中肉系

上ドンコ

並ドンコ

~／」ヽ粒

小葉系

下物

次回市 月 日， 月

5日前位に出荷して下さい。

日です。



◎

◎

 

推進期間

8月1日～9月30日

目標

5億円

しあわせ

万円保障

ぐ1.000 

みのり共済]I型皿型

で，家族そろって保障体制を確

立し主しょう。

管

に

っ

わせの

ひ げよ

IIみなさん flしあわせとは

どういうことでしょう

か？

それは，人それぞれ顔や，

かたちに違いがあるように

もしれ主せ

しかし，しあわせにな

まず，

{，
 

で
は
、
八
月
下
旬
か
ら
九
反
対
に
お
く
れ
る
と
倒
伏
し
た
り
、
収

月
上
旬
に
か
け
て
出
穂
、
開
花
す
る
。
」
穫
作
業
が
や
り
に
く
く
た
る
。

一
枚
の
水
田
で
の
開
花
期
間
は
、
お
よ

0

ウ
ン
カ
類
の
適
期
防
除

そ
＋
1
-
四
日
く
ら
い
で
あ
る
。
米
粒
i

八
月
か
ら
発
生
し
て
い
る
セ
ジ
ロ
ウ
ン

が
発
育
し
て
内
容
が
充
実
す
る
の
は
、
：
力
（
夏
ウ
ン
カ
）
や
、
ト
ピ
イ
ロ
ウ
ン

穂
揃
後
二
五
ー
三

0
日
で
あ
る
。
こ
の
・
カ
（
秋
ウ
ン
カ
）
に
。
さ
ら
に
ッ
マ
グ

発
熟
斯
間
中
の
管
理
に
十
分
注
意
し
て
”
ロ
ヨ
コ
パ
イ
の
発
生
も
加
わ
り
、
す
よ
，

健
全
な
稲
を
栽
培
し
適
切
な
水
管
理
ゃ
〗
ょ
す
ウ
ン
カ
類
の
駆
除
が
重
要
と
な
る
。
一
-
‘

病
害
虫
の
防
除
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
．
秋
ウ
ン
カ
は
、
田
の
内
部
で
増
殖
し
始

0

水
管
理
~
め
る
の
で
、
と
き
ど
き
田
の
中
忙
は
い

出
穂
、
開
花
期
は
最
も
葉
面
蒸
発
の
盛

□り
、
発
生
状
態
を
観
察
し
て
、
株
当
り

ん
な
時
期
で
あ
り
、
ま
た
阿
化
生
成
物
~
一

0
匹
以
上
発
生
し
て
い
る
場
合
は
た

の
転
流
、
蓄
積
の
た
め
に
多
量
の
水
分
」
た
ち
に
防
除
す
る
。

が
必
要
で
あ
り
、
出
穂
後
も
灌
水
が
必

~
0

イ
モ
チ
病
の
防
除

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
根
の
活
力
が
衰
二
本
年
は
葉
イ
モ
チ
病
の
発
生
が
多
く
、

え
始
め
て
い
る
の
で
、
と
き
ど
昏
排
水
」
穂
イ
モ
チ
忙
十
分
注
意
し
て
、
油
断
せ

（
間
断
間
水
）
し
て
根
の
活
力
維
持
匹

{
3
出
穂
前
後
の
防
除
が
大
切
で
あ
る
。

っ
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
」
農
薬
の
散
布
に
当
っ
て
は
、
人
蓄
に
危

落
水
期
は
出
穂
後
一
―

-ol三
宜

日

で

あ

」

害

の

な

い

よ

う

十

分

注

し

、

に

桑

る

が

、

落

水

時

期

が

早

い

と

干

害

を

受

』

国

付

近

の

水

田

は

粒

剤

て

く

け
、
稔
実
を
悪
く
し
、
い
ち
病
、
き
＂
だ
さ
い
。

ん
か
く
病
す
る
に
な
る
。
~

，われわれの必

需品です。

ーここで＇森互い忙考えて

み注しょう一

昔から「一寸の虫にも五

分の魂」とか「備えあれば

し」 ろいろと

といわれる人間

る備え

，いつど

こでどのような災難匠あう

？・
゜

いと思っても，

てい主す。

九
月
上
旬

0

カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ

0

カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ

ハ
マ
キ
ム
ツ

白

星

病

ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ

コ
ミ
カ
ン
ア
プ
ラ
ム
ツ

サ
ン
カ
ク
ハ
マ
キ

チ
ャ
ノ
ホ
ソ
戎

炭

素

病

ダ

コ

ー

ル

水

和

剤

ハ

マ

キ

ム

ッ

類

ビ

ニ

フ

エ

ー

ト

粉

剤

0

ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
ビ
ニ
フ
エ
ー
ト
乳
剤

一DD
V
P
乳
剤

0

ハ
マ
キ
ム
ジ
類

チ
ャ
ノ
ホ
ゾ
ガ

ピ
ニ
フ
エ
ト
粉
剤

ハ
マ
キ
ム
ツ
類

0

チ
ャ
ド
ク
ガ

0

カ

ン

ザ

ワ

ハ

ダ

ニ

ア

ク

リ

ジ

ッ

ト

水

和

剤

ダ
コ
ニ
ー
ル
水
和
剤

0

炭

素

病

0

網
モ
チ
病

ハ

マ

キ

．

ム

ツ

類

ビ

ニ

フ

エ

ー

ト

粉

剤

ダ
コ
ニ
ー
ル
水
和
剤

0

炭

素

病

0

綱
モ
チ
病

C

カ

ン

ザ

ワ

ハ

ダ

ニ

オ

マ

イ

ト

乳

剤

、
三
〗
〗
:
ツ
一
デ
ィ
ッ
プ
レ
ッ
ク
ス
粉
剤

ミ
ノ
ム
ツ

ミ
ド
リ
ヒ
メ
ョ
コ
バ
イ

0

ダ
ニ
類

ク
ワ
カ
イ
ガ
ラ
ム
ツ

マ
ジ
ン
油

1
0
0
倍

D
D
V
P
 

一、

0
0
0
倍

II 

五
ー
六
キ
ロ

l

、
0
0
0
倍

日

-
0
日

一
互
日

一
在
日

冷テレビも

八
月
中
下
旬

か全くわかり主せん。誰でも私だけは。。
ヽ

しているからそんなととは絶対忙。。
し

セン。そんな保証をだれもしてくれません。

とか，

トンデモアリ

て来る」全く思いがけないと巻匠，突然ふりかかってき主す。自分だけ

々しい状況を毎日

つ

し

でも，毎日 25人（昭和45年

中
旬
よ

り

七
月

一、

0
0
0倍

百
ー
六

ロ

中
旬

究
月

後

ー百．

‘l 

D
D
V
P
乳
剤

倍

四
月

し、

ネ
オ
サ
ッ
ビ
ラ
ン
乳
剤

ペ
ス
ク
ン
乳
剤

ペ
ス
タ
ン
粉
剤

ダ
コ
ニ
ー
ル
水
和
剤

一、

0
0
0倍

一、

0
0
0倍

五
ー
六
キ
ロ

八

0
0倍

対

象

害

虫

用

剤

名

ぎ， 2ク

の

防

に

し、

万
日

一
互
日

-
0日

：度）余り

れません。一方家は， 1.0 0 O 

この統計から

5
 

玉

未

は

、

毎

日

常

用

す

る

で

あ

り

、

の

使

用

に

あ

こ
た
っ
て
は
、
残
留
毒
や
、
残
留
薬
臭
に
つ
い
て
し
な

五
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
0

印
は

ております。

もおわかりと思いきすが，誰かが，どこかで， 0 0 

日災難忙泣いているという見のがせた ございます。

摘
採
ま
で

の

期

間

二
―
日

一
在
日

一
互
日

-
0
日

........ 

います。更忙表面に出ない事故は数知
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円
切
り
上

以
上
の
よ
う
に
｀
ド
ル
が
弱
く

円
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
現
実
は
、

、
と
し
注
す
。
こ
の
取
り
引
き
だ
け
で
な
．
ャ
．
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
や
日
本
円
が
相
対
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
ろ
い
ろ
な
の
よ
う
忙
、
ド
ル
は
世
界
的
な
取
り

;
‘
、
世
界
諸
国
の
国
際
取
り
引
き
に
は
？
的
忙
強
く
な
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
二
障
害
が
、
国
際
取
り
引
巻
忙
生
じ
て
き
i

引
き
の
大
部
分
の
決
済
手
段
と
な
っ

~
国
際
通
貨

冒
圃
危
機
5因
剛

刷

ぃ

；

メ

リ

カ

、

ド

ル

が

、

圧

倒

的

に

多

く

使

王

ま

れ

て

い

ま

す

。

ア

メ

リ

カ

ド

：

す

。

そ

の

う

ち

重

要

な

の

は

、

日

本

て

い

主

す

。

も

し

ド

ル

に

切

り

下

げ

用
さ
れ
注
す
。
ア
メ
リ
カ
が
他
の
諸
国
：
と
日
本
円
と
の
関
係
で
み
れ
ば
、
ア
丁
か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
輸
出
が
異
常
に
多
i

が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
国
際
取
り

~
国
学
院
大
学
教
授
•
野
村
孝
；
と
、
取
り
引
巻
の
場
合
に
だ
け
で
は
な
：
メ
リ
カ
ド
ル
と
日
本
円
の
世
界
的
公
：
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
が
減
」
引
き
は
混
乱
忙
ぷ
ち
い
り
、
ま
た
各

ぺ
毎
門
国
際
取
引
の
仕
組
み
；
＼
、
た
と
え
ぼ
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
」
臨
た
い
し
、
公
定
さ
れ
た
交
換
比
率
丁
少
す
る
こ
と
、
う
ら
か
え
せ
ば
、
ア
メ
•
国
の
保
有
す
る
対
外
準
備
の
価
値
が

展
示
予
約
販
売
い
~
美
し
き
五
月
は
、
「
国
際
通
貨
危
機
」
＂
ン
、
日
本
と
プ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
、
ア
ニ
す
な
わ
ち
公
定
為
替
相
場
は
、
一
ド
リ
カ
の
対
日
輸
出
は
縮
少
し
、
輸
入
は
低
下
す
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
も
容
易

篇
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ら
の
あ
ら
し
妬
は
じ
ま
り
、
そ
し
て
終
わ
；

i,
力
が
か
か
わ
り
な
い
、
第
三
国
間
：
ご
二
百
六
十
円
で
あ
り
ま
す
。
現
在
異
常
に
増
大
す
る
と
い
う
事
態
；
な
ら
た
い
損
害
が
生
ま
れ
ま
す
。
し

威
品
に
特
価
品
も
ま
じ
え
：
り
ま
し
た
。
あ
ら
し
は
、
し
か
し
な
森
の
取
り
引
き
の
決
済
に
も
、
ド
ル
が
使
;
ド
ル
は
、
日
本
円
忙
た
い
し
て
弱
い
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
な
る
か
は
、
た
が
っ
て
ド
ル
切
り
下
げ
は
実
現

現
物
こ
揃
え
て
即
売
を
致
し
ま
〗
静
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
．
用
さ
れ
る
の
で
す
。
共
そ
ら
く
、
世
界
．
の
で
す
。
「
割
り
高
」
な
い
し
「
過
立
ち
入
っ
た
説
明
は
不
要
と
思
い
ま
す
困
難
で
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
強

す
。
ふ
と
ん
類
を
は
じ
め
、
作
業
衣
、
．
「
国
際
通
貨
危
機
」
と
か
、
「
国
際
通
の
取
り
引
含
の
八
〇
扮
な
い
し
八
五
茄
工
大
評
価
」
て
あ
り
ま
す
。
日
本
円
は
が
、
ド
ル
の
「
割
り
高
」
は
ア
メ
リ
カ
い
通
貨
で
あ
る
円
や
、
ド
イ
ツ
マ
ル

紅
、
ド
ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
・
ド
ル
忙
た
い
し
て
強
い
、
「
割
り
安
」
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
品
の
愉
入
は
安
く
＇
ク
が
「
割
り
安
」
を
是
正
す
る
こ
と

台
所
用
器
具
類
、
暖
房
器
、
石
油
ス
ト
＂
貨
不
安
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

ー
プ
、
台
所
用
品
も
昨
年
と
は
ま
た
変
]
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
忙
寺
た
、
ぶ
れ
咤
ナ
。
そ
の
他
の
二

0
％
な
い
し
一

9

な
い
し
「
過
小
評
価
」
忙
な
っ
て
い
つ
き
、
し
た
か
っ
て
輸
入
を
ふ
や
す
こ
す
な
わ
ち
、
切
り
上
げ
を
す
る
低
か

っ
た
品
物
を
色
々
と
取
揃
え
る
予
定
に
□

わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
経
済
生
活
に
ど
の
一
互
％
は
、
西
ド
イ
ツ
の
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
、
こ
ま
す
。
し
か
し
そ
の
説
明
に
先
立
っ
と
、
反
対
に
輪
出
は
し
に
く
く
な
る
の
は
な
い
こ
と
忙
な
り
注
す
。
た
と
え

ぉ
り
ま
す
。
年
に
一
度
の
巡
回
販
；
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
．
イ
ギ
リ
ス
の
ボ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
て
、
上
記
の
よ
う
忙
世
界
の
取
り
引
．
で
す
。
日
本
円
の
「
割
り
安
」
は
対
米
＇
両
通
貨
を
切
り
上
げ
て
も
、
ア
メ
リ

す
。
是
非
御
利
用
下
さ
い
。
丁
か
。
一
般
の
人
た
ち
忙
は
重
大
で
は
あ
ラ
ン
が
用
い
ら
れ
走
す
。
つ
ま
り
、
輸
．
ぎ
通
貨
忙
は
筏
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
輸
出
を
楽
匹
し
、
輸
入
は
高
く
つ
く
こ
力
が
国
内
経
済
を
イ
ン
フ
レ
高
進
か

9

り
ま
す
が
、
そ
の
本
質
が
あ
ま
り
明
り
面
山
入
さ
れ
る
商
品
の
代
金
の
決
済
に
は
、
い
円
が
ど
う
し
て
強
い
の
か
を
明
ら
と
に
左
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
ら
ま
も
り
、
設
備
投
資
を
強
行
し
て

巡
回
予
定
日

し
ょ
う
。
日
本
の
円
が
強
日
米
間
の
貿
易
は
日
本
の
異
常
な
輸
出
輸
出
品
価
格
を
低
下
さ
せ
、
輸
入
を

月
六
日
。
七
日
宇
和
川
地
区
：
ょ
う
で
は
な
い
問
題
と
い
え
る
よ
う
で
拿
上
記
の
よ
う
忙
ド
ル
が
き
わ
だ
っ
て
多
か
忙
し
ま

月

八

日

大

谷

地

区

・

す

。

そ

こ

で

以

下

で

き

る

だ

け

わ

か

り

く

、

そ

の

他

の

通

貨

が

、

わ

ず

か

に

使

い

と

い

う

理

由

は

、

さ

き

の

公

定

為

超

過

、

阿

じ

こ

と

の

う

ら

で

す

が

、

ア

・

圧

縮

す

る

と

い

っ

た

思

い

切

っ

た

対

予
子
林
地
区
．
や
す
く
と
心
が
け
た
が
ら
喝
そ
の
「
危
．
わ
れ
ま
ナ
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
の
円
．
替
相
場
は
現
実
ば
な
れ
て
去
り
、
実
メ
リ
カ
の
大
変
な
輸
入
超
過
と
な
る
わ
策
を
断
行
し
な
い
か
ぎ
り
、
ふ
た
た

月
九
日

月
十
日
＇
鬱
十
一
日
本
所
地
区
[
慮
」
‘
「
不
安
」
を
解
明
し
て
み
ま
し
叶
二
咄
ぃ
と
い
ゎ
れ
な
が
ら
ヽ
固
際
取
り

m如
に
測
っ
て
み
れ
は
ヽ
約
口
剖
近

v

[
り
で
す
o

ば
円
マ

jv

ク
の
切
り
上
げ
に
な
つ
て

。

そ

の

他

細

部

に

つ

い

て

は

、

姫

，

ょ

う

。

引

き

忙

は

あ

ま

り

使

わ

れ

ま

せ

ん

。

も

、

日

本

円

の

価

値

が

高

く

な

っ

て

し

か

し

、

異

常

の

輪

出

入

の

ア

ン

パ

し

ま

う

て

し

ょ

{

O

さ
ん
に
連
絡
致
し
ま
す
。
'
i

地
上
の
す
ぺ
て
の
国
は
、
そ
の
大
小
，
•
い
る
と
み
る
人
が
多
い
の
で
す
。
つ
ラ
ン
ス
は
、
そ
の
古
ま
放
置
す
る
こ
と
．
と
こ
ろ
で
、
日
本
に
と
っ
て
も
、

上
げ
は
輸
入
品
価
格
の
低
下

[
を
問
わ
ず
、
例
外
な
く
外
国
と
の
取
り
一
ド
ル
三
百
二
十
四
円
•
ま
り
一
ド
ル
三
百
六
十
円
で
は
な
く
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ア
メ
円
切
り

引
き
を
営
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
た
し
で
•
以
上
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
]
ド
ル
三
百
二
十
四
円
ぐ
ら
い
だ
と
リ
カ
の
輸
出
入
差
額
す
な
わ
ち
貿
易
収
ひ
い
て
は
国
内
物
価
の
上
昇
テ
ン
ポ

は
、
経
済
は
縮
少
し
た
り
、
ゆ
が
ん
だ
輸
出
入
す
た
わ
ち
商
品
が
一
国
か
ら
他
．
み
ら
れ
る
の
て
す
。
そ
の
理
由
は
、
支
は
赤
字
持
続
と
な
り
、
反
対
忙
日
本
を
お
さ
え
、
輸
入
を
増
大
す
る
効
果

集
配
予
定
日

り
し
て
し
古
い
、
国
民
の
生
活
水
準
は
冷
・
国
へ
と
動
い
て
も
、
代
金
の
決
済
が
行
・
日
本
は
過
去
の
高
度
威
長
に
よ
っ
て
．
の
そ
れ
は
黒
字
持
続
と
な
り
、
前
者
は
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
す
か
ら
、

屈
固
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
国
際
取
だ
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
取
り
引
巻
は
完
荊
品
の
生
産
費
が
安
く
な
っ
た
の
忙
決
済
が
困
難
忙
な
り
、
後
者
は
日
注
し
．
切
り
上
げ
を
絶
対
に
実
施
し
た
い
と

木

大

谷

方

面

:
り
引
き
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
．
了
し
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
が
商
人
な
り
、
こ
た
い
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
低
調
な
投
．
に
金
持
ち
に
左
る
だ
け
だ
か
ら
で
す
。
＂
い
う
の
も
問
題
で
す
。
「
国
際
通
貨

土

．

谷

口

方

面

．

火
月
野
尾
。
小
薮
．
商
品
の
輸
出
入
輸
入
、
日
本
に
例
を
と
十
土
場
主
忙
な
っ
た
と
し
て
、
商
品
を
顧
．
資
と
イ
ン
フ
レ
は
、
そ
の
商
品
価
格
一
国
内
で
も
貧
富
の
差
は
あ
っ
て
も
、
危
機
」
の
中
に
あ
っ
て
日
本
は
ど
う

木
宇
和
川
南
部
；
る
た
ら
ば
、
日
本
忙
は
な
い
原
材
料
や
、
．
客
忙
売
っ
て
も
、
そ
の
代
金
を
受
領
で
[
土
E
回

V
し
た
こ
と
ヽ
し
た
か
つ
て
公
由
翌
帝
な
差
は
経
済
の
み
た
ら
ず
、
ひ
ぃ

-9ぺ
き
で
し
よ
う
か
o

そ
の
決
断
を

パ
国
か
ら
輸
入
す
る
ぼ
う
が
安
い
工
業
．
き
な
か
っ
た
り
、
代
金
の
一
部
し
か
受
．
定
相
場
は
も
は
や
現
在
で
は
通
用
し
て
は
社
会
的
島
政
治
的
な
不
安
を
招
き
〗
迫
ら
れ
て
い
る
の
が
、
現
状
で
あ
り

火

宇

和

川

北

部

製
品
を
輸
入
し
、
反
対
に
す
ぐ
れ
た
エ
年□
で
含
な
い
な
ら
ば
、
こ
と
は
重
大
で
・
た
＜
た
っ
た
の
で
あ
り
、
円
と
ド
ル
]
？
す
が
、
世
界
的
に
も
そ
う
で
あ
っ
て
〗
ま
す
。

木

大

谷

方

面

土

谷

口

方

面

菜
製
品
を
輸
出
ナ
る
の
は
そ
の
一
っ
。
丘
り
。
こ
れ
ら
即
り
引
き
が
円
滑
に
行
な
の
間
の
公
定
為
替
相
場
は
一

0
％
が
＇
ど
う
し
て
も
異
常
な
赤
字
国
、
黒
字
国
，

火
月
野
尾
。
小
藪
~

だ
円
の
価
値
の
上
昇
忙
よ
り
、
円
は
．
の
平
和
的
な
並
存
は
困
難
に
な
る
の
み
~

木
宇
和
川
南
部
は
外
国
か
ら
資
本
を
借
入
し
た
り
、
反
対
．
わ
れ
な
い
理
由
は
、
代
金
決
済
つ
ま
り

火
宇
和
川
北
部
」
に
外
国
へ
資
本
を
貸
し
付
け
る
の
は
そ
貨
幣
な
い
し
は
通
貨
の
面
忙
あ
る
こ
と
[
「
割
り
安
」
、
「
過
少
評
価
」
に
な
；
か
、
政
治
間
題

VC
ま
で
発
展
し
か
ね
ま
＂

大
谷
方
面

]
3
二

つ

で

あ

り

ま

ナ

。

が

、

知

ら

れ

る

で

し

ょ

う

。

こ

れ

が

国

っ

た

と

い

う

の

で

あ

り

ま

す

。

円

は

せ

ん

。

こ

の

問

題

の

解

決

は

、

必

ず

し

[

国
際
取
引
き
の
も
っ
と
も
大
き
い
部
分
内
取
引
音
の
場
合
な
ら
ば
、
「
貨
不
叫i界
的
な
取
り
引
き
の
場
面
に
は
で
、
も
｀
―
つ
で
は
あ
り
注
せ
ん
。
し
か
し
~

＂
を
占
め
る
商
品
の
輸
出
入
に
対
象
を
し
]
｛
女
」
、
「
通
貨
危
機
」
で
あ
り
国
際
．
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
他
国
通
貨
と
の
交
．
円
の
「
割
り
安
」
、
ド
ル
の
「
割
り
高
」
~

は
強
く
な
っ
た
わ
け
で
す
°
]
の
是
正
は
そ
の
有
力
な
方
法
で
す
。
―
[

，

．

鯉

っ

て

、

国

際

取

引

昏

の

仕

組

み

を

み

」

取

り

引

含

な

ら

ば

「

国

際

、

．

丁

定

日

：
f

~
し
か
し
、
円
切
り
上
げ
だ
け
が
と
る

i

[
「
国
際
通
貨
危
機
」
忙
椛

[
？
し
ょ
う
。

大
谷

五
本
が
ア
メ
リ
カ
忙
た
い
し
て
、
テ
レ
こ
の
で
す
。
〕
べ
巻
方
法
か
と
い
え
ば
、
ノ
ー
で
あ
り
~

ォ
ャ
プ
。
谷
口
．

[
ピ
を
輸
出
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
綿
製
~
と
こ
ろ
で
現
在
の
：
エ
す
。
ア
が
メ
リ
カ
ド
ル
の
切
り
下
げ
も
[

宇
和
川

品
の
生
産
に
必
要
な
原
綿
を
輸
入
す
る
]

□
ド
ル
が
弱
く
な
り
、
~
ー
つ
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
上
記
~

三
日

十

日

十
七
日

金 金

十：｀ Iぶ

四九七四二
日日日日日


